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第49回 定時総会を迎えて
公益社団法人日本理科教育振興協会会長の大久保でございます。
私どもの協会の54年の歴史の中でも、総会がこのような形で開催されるのは初め

てではないでしょうか。会員の皆様にとっても大切な最高意思決定の場である総会
にも関わらず、総会の参加にはご無理なくなるべく委任状をご提出ください、との
内容でしかご案内ができなかったことを残念に思う次第です。昨日の政府による緊
急事態宣言の終了を受け、本日はコロナ禍の中での新しい行動様式に基づく最初の
日となりました。遠方の理事はネットでの参加となりますが、このような時期での
総会にご出席をいただいた会員各位に感謝を申し上げます。

さて、日本では古代から疫病が幾度も流行したことが歴史書に残されていますし、
近代になってからも感染病が広く蔓延しました。100年と少し前、死者4000万人と
世界中に猛威を振るったスペイン風邪が日本にも上陸し、当時の日本の人口の約
5700万人の約半分の2300万人の方が感染、亡くなられた方は40万人を超えていたようでございます。まだまだ油
断はできませんが、その時と比較しますと現時点では大変少ない感染者ですし、欧米各国の現状から比べまして
も非常に低い。これはなぜなのだろうか不思議がられ、日本人特有の道徳心やルールを守る人が多いからだとい
うことも言われますが、日本人には科学の理解があったからではないかというふうに私は思います。

海外在住の知人が言うのには、日本人のように手を洗う国はないということです。ただ、この日本の手を洗う
という習慣は大昔からあったわけではなくて、明治、大正のスペイン風邪やコレラの流行の際に、手洗いという
のが日本でもしっかり普及したのではないかということです。光学顕微鏡では見えない大きさのウイルスは、当
時存在がまだ明らかではなかったのですが、病気予防は清潔にするのが良いと、細菌予防からの科学知識の伝道

新型コロナウイルスに対して、ひとり一人が感染拡大防止に留意した活動を行い、
皆で協力してこの困難を乗り越えましょう。

■ 第49回定時総会のご報告
■ 会長挨拶（p1）　■ 萩生田文部科学大臣祝辞（p2）
■ 定時総会開催報告（p3）　■ 令和2年度 事業計画（p3）

■ 祝 全国理科研究大会
■ （一社）日本理科教育学会会長挨拶（p5）
■ 日本理化学協会会長挨拶（p5）
■ 全国中学校理科教育研究会会長挨拶（p6）
■ 全国小学校理科研究協議会会長挨拶（p6）

■ 今年度の理科予算について
■ �令和2年度理科教育設備整備費等 

補助金進捗状況（p7）
■ �［理科観察・実験ガイド］パンフレツトを 

作成いたしました（p7）
■ �令和元年度復興教育支援事業報告会を 

開催いたしました（p7）
■ �令和2年度復興教育支援事業について 

（p7）

公益社団法人 
　日本理科教育振興協会

会長　大久保　昇
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があったからなのです。同時に強く推奨されたのがマスクであり、両方がその後の日本人の習慣として広く定着
をしたようです。

その後、電子顕微鏡の発明によってウイルスが見えるものとなり、構造解析等の科学の進歩により、薬、治療
法、ワクチンが登場していろいろなウイルスを克服してきました。手洗い効果も、石鹸でしっかり洗うと簡単に
ウイルスが破壊されるのは、細胞に比べるとウイルスは膜が弱いからだと科学的に理解できるようになったので
す。このように、ウイルスと対抗する術を日本人が学べたのは、明治から始まった日本の理科教育の発展による
科学への信頼の結果ではないかと考えます。

その意味では科学の入り口にあたる初等中等学校理科教育における実験観察が本当に大事です。実験観察によっ
て自ら考える力を養い、それをもってもう一度日常身の回りの自然の持つ意味が何かを学びとり、改めて科学を
理解することができます。このような学びへの姿勢は他の教科や後々の社会生活の中でも大いに役立つと確信し
ております。また、科学の力を引き上げ豊かな人類の生活に結び付けられる次世代の人材の形成に、理科教育が
大きく貢献できればと期待いたします。

コロナ渦の大変な時期でございますが、逆に理科の学びのきっかけになるような年とし、しっかりした理科教
育が日本の学校の中で継続拡大できていくよう、この総会の中での議論が重ねられればと強く願う次第でござい
ます。

本日の総会、最後までよろしくお願い申し上げます。

公益社団法人日本理科教育振興協会

第４９回定時総会文部科学大臣祝辞

本日、公益社団法人日本理科教育振興協会第４９回定時総会の開催に当たり、一言御挨拶申し上げます。

皆様方におかれては、日頃から子供たちや教師が観察・実験で活用する優れた理科教育教材を開発し、理科教
育の充実・発展に多大なる御尽力を頂き、心から感謝申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、多くの学校が長期間の臨時休業となりましたが、地域や学校の
実情に応じて、順次、段階的な再開が進んでいくものと推察します。学校再開後においては、感染拡大防止に十
分配慮しながら、子供たち一人一人の状況を丁寧に把握し、学習を充実していくことが重要です。文部科学省と
しては、感染症対策と子供たちの学びの保障のための取組を両輪として、一層しっかりと進めていきたいと考え
ています。

さて、本年度から、小学校の新しい学習指導要領が全面実施となりました。子供たちが予測不可能な未来社会
を自立的に生き、主体的に社会の形成に参画するための資質・能力を育むために、理科教育は大きな役割を担っ
ており、皆様方におかれては、引き続き御支援・御協力くださいますよう、お願いいたします。

また、平成３１年４月に中央教育審議会へ諮問しておりました、新しい時代の初等中等教育の在り方について
は、令和元年１２月に論点が取りまとめられました。多様な子供たちを誰一人取り残すことのない個別最適化さ
れた学びが実現し、全国津々浦々の学校において質の高い教育活動を実施可能とする環境が整備されていること
が、新しい時代を見据えた学校教育の姿として示されました。その実現のために、これからの学びを支えるＩＣ
Ｔや先端技術の効果的な活用などについて検討を深めていくことが必要とされています。今後の審議の状況に応
じ、新時代における子供たちの学びを実現するために、文部科学省として取り組んでまいります。

結びに、貴協会のますますの御発展と、皆様の一層の御活躍を祈念いたしまして、御挨拶といたします。

令和２年５月２６日

文部科学大臣　萩生田　光一
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令和2 年５月26日（火）内田洋行新川本社ビル 二階 協創広場にて開催いたしました。

本年は新型コロナウイルスの影響で開催が危ぶまれましたが、緊急事態宣言が解除

されたその日に定時総会を開催することが出来ました。

在京の役員及びWEB参加の役員で、極めて小規

模にて、執り行いました。そのような状況の中でも、

文部科学省萩生田光一大臣からのご祝辞をいただき、

文部科学省としての理振協会の活動に対する理解と

期待の大きさを改めて認識し、感激いたしました。

1 �本年度は小学校から順次始まる新学習指導要領が
開始される重要な年である。将来の答えの無い時
代を生き抜く児童・生徒が、「主体的・対話的で深
い学び」を通じ、社会の課題を発見し解決策を見出
す資質・能力の育成を目指すことを、理科が先頭
になり観察実験を通じて児童生徒の資質形成育成
の支援を行う。

1-1　�すべての都道府県・市区町村・学校法人立の学校
において、観察・実験が十分に実施できるよう全
力をあげる

■ �学校における機器の整備が十分行えるよう、国に
対して予算増大の声を届けるとともに、設置者が
予算申請を適切に行えるよう支援活動を強化する

■ �都道府県等に働き掛け、個々の市区町村の実態把
握をもとにして、理科教育環境整備が進まない地
域への啓発活動を強化する

■ �設置者と学校への正確かつタイムリーな情報伝達
を図る

1-2　�新学習指導要領に伴う理科教育設備整備事業の新
基準並びに台帳の改正についての円滑な施行を支
える活動を実施する。

■ �理科教育設備整備新基準と台帳の改正についての
普及活動

■ �使えない・古い観察実験機器の廃棄促進の周知徹
底を図る

■ �設置者や学校に向けての事業申請・管理台帳作成
等の実務セミナー、個別相談会について、国庫補
助事業の手続きの理解を広める

台帳説明会／個別相談会の様子

高知市教育委員会 岐阜県教育委員会

個別相談会

1-3　�「理科の授業は理科室で」の実現を目指し、理科室
および周辺環境の整備充実や観察実験をサポート
する環境整備を促進する

■ �「観察・実験」で必須となる消耗品予算の確保と継
続に向けた啓発活動の展開を推進する

■ �理科実験支援員が十分に配置されるよう、拡充に
向けて活動する

■ �理科室および周辺環境整備のため、実験台・収納
戸棚・安全施設の充実や理科準備室の整備のため、
文教施設全般についての仕組みを把握し、理科教
育施設全般の向上を目指す

1-4　�実験・観察増加に対応するための事業の充実

■ �新学習指導要領実施に向け、小学校向け「教師の為
の理科実験セミナー」の開催及び教員研修の開催を
実施・支援する

令和２年度 事 業 計 画

総会開催報告



理振協会会報 理振協会会報

4

小教師セミナーの様子

【愛知教育大学】

【帝京平成大学】 【国立天文台】

1-5　�観察・実験の拡大強化を促進するための調査、分
析活動の充実

■ �小・中・高等学校の学校現場の現状及び課題を調
査し、データ分析を更に充実、その結果を生かし
た活動を行う

2 �教育用理科機器の安全・品質向上ならびに研究開
発に関する事業の実施

■ �教育用理科機器の安全性と品質向上のための基準
やガイドライン策定の検討

■ �安全・安心に実験機器が使用できるように、刊行
物の作成、配布

■ �諸外国における理科教育の調査・および資料の収集
■ �新学習指導要領で新たに加わる指導方法や学習内

容を踏まえ、新たに必要とされる観察実験機器の
開発を促進し、学校への早急な普及を図る

安全安心ドキュメント

3 �理科教育の継続した維持拡大ができるよう諸活動
の推進

■ �有識者、国会議員等に理科教育の意義を訴え将来
に向けての世論喚起を図る

■ �(仮称)科学技術教育振興法等、将来の抜本的な理科
教育改善に向けた活動の継続

4 関係機関・諸団体との協力活動の推進

■ �理科教育を推進する諸団体への活動支援事業の実
施

■ �関係機関・諸団体との相互協力の推進

5 理科教育の普及啓発に関するその他事業の実施

■ �自然災害被災地区に対する理科教育支援活動を実
施する中で、防災、自然災害に対する関心を向上
させ、知識として身に着くように実践で役に立つ
学習を目指した活動を行う

■ �各種理科教育啓発事業への協力および参加

復興教育支援事業

【理科観察・実験授業の様子】 【復興教育支援事業報告会の様子】

6 公益社団法人として協会の基盤確立を実施

■ �公益事業の拡大と健全なる会計財務運営を図る
■ �会員数・口数の拡充に努め、財務的基盤の確立を

進める

7 会員・関係者に対する活動の拡大

■ �毒物及び劇物取扱責任者資格試験の受験への支援
を実施する

■ �ホームページによる情報提供の充実と会員に対す
るメールサービスの拡充

■ �教育用理科機器を製造する会員に対する有益な情
報提示活動の継続

8 【追加案】新型コロナウイルスへの対応

■ �教育委員会・学校での対策への協力と支援
■ �この状況における協会活動の新たな方法の研究と

その実施
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一般社団法人 日本理科教育学会　
第70回全国大会（岡山大会）によせて

一般社団法人　日本理科教育学会
会長　稲垣　成哲

本年度はコロナ禍のため、誠に残念ながら全国大会（岡山大会）をオンラインで開催いたします。実行委員長・
藤井浩樹教授（岡山大学）のもと， 8月22日（土）から8月23日（日）の2日間にわたり，理科教育に関する理論的・
実践的な研究発表がなされる予定です。一般研究発表や課題研究発表については，対面の発表はございませんが，
全国大会発表論文集（電子版：PDF配信）を刊行し，紙面発表となります。全国大会実行委員会企画シンポジウム

「SDGsの時代における理科教育への期待」、若手育成タスクフォース企画シンポジウム「どうする？これからの日
本理科教育学会」の2件は動画配信を予定しております。さらに、「理科の教育」編集委員会企画ワークショプは事
前申込制のライブビデオ会議「ポストコロナの理科授業を考える」として実施いたします。詳細は，全国大会のホー
ムページ［http://national.sjst.jp/］をご参照いただければ幸いです。

最後になりましたが，公益社団法人日本理科教育振興協会による本全国大会への多大で力強いご支援に対して，
会員を代表して厚く御礼申し上げます。

令和２年度全国理科教育大会　
第９１回日本理化学協会総会　 
2020誌上研究発表大会によせて

日本理化学協会 
　会長　関　俊秀

ＩＯＴ、ＡＩ(人工知能)、ビッグデータなどの新たな技術が出現し、次世代の担い手である生徒たちには、科
学的な知識や技能とともに、主体的に探究する姿勢を持つことが求められています。高校理科教育に携わる我々は、
生徒が各教科・科目等の特質に応じた見方・考え方を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、
情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えをもとに創造したりするこ
とに向かう過程を重視した学習の充実を図らなければなりません。

８月の熊本大会では「豊かな未来を創造する理科教育」と題し、上記を踏まえ「授業づくり」を主題とした研究
協議も実施する予定でした。しかし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、苦渋の決断ですが今年
度の熊本県での開催を断念いたしました。ただし、たゆまぬ研鑽を続け資質・能力の開発・向上に努める全国の
理科教員を支援する上からも日々の研究成果を発表する場を設けることは、90年以上続く本会の重要な使命の一
つであります。そこで、今年度は「2020誌上研究発表大会」として開催いたします。なお、入念に準備いただいて
いた熊本大会は次年度に延期いたします。本大会には毎年、公益社団法人日本理科教育振興協会に多大なるご支
援とご協力をいただいておりますこと、深く感謝を申し上げます。

日本理科教育学会第70回全国大会（岡山大会）
８月22日（土）〜23日（日）
オンライン開催

令和２年度全国理科教育大会・
第91回日本理化学協会総会（2020誌上研究発表大会）

祝 全国理科研究大会
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試行錯誤する学びのプロセスを通して 
概念的な知識を育む理科教育
第６７回全国中学校理科教育研究会 福岡大会の開催（誌上発表）

全国中学校理科教育研究会 
　会長　花田　英樹

全国中学校理科教育研究会では、「理科の見方・考え方を働かせることを通して資質・能力を育成し、豊かな未
来を切り拓く理科教育」を研究主題として活動を進めています。研究成果を会員相互に共有することを目的に毎年
８月には全国大会を開催しており、今年度は、８月６日（木）～７日（金）に福岡工業大学を会場に「試行錯誤する
学びのプロセスを通して概念的な知識を育む理科教育」を大会主題として第６７回全国中学校理科教育研究会福岡
大会を開催する予定でおりました。しかし、残念ながら新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、誌上発表
とせざるを得ない状況となってしまい、いわゆる集合しての大会を見送ることといたしました。また、大会誌に
よる発表だけでは研究内容を十分に表現できないという発表者については、ホームページ上の特設コーナーによ
り、その成果発表を保障しました。新学習指導要領の全面実施が目前に迫る今、その趣旨を確実に受け止め、適
切な実践へと結び付ける重要な大会が誌上発表となったことは極めて残念でありますが、これを機に新学習指導
要領へのより適切な対応が日本全国で一層加速することを願っています。

結びになりますが、公益社団法人日本理科教育振興協会会長 大久保 昇 様をはじめ、協会の皆様方、関係の皆
様方の多くのご支援に感謝申し上げます。

「理科の見方・考え方を働かせ、問題解決の質を高める理科学習」
　～主体的・対話的で深い学びを具現化する協働的な学び合いを通して～
　  令和２年度　第５３回 全国小学校理科研究協議会研究大会 福岡大会（誌上発表）

全国小学校理科研究協議会
　会長　森内　昌也

全国小学校理科研究協議会研究大会は、当初、11月19日（木）、20日（金）の2日間、福岡県福岡市・那珂川市・
久留米市での開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止対応により、大会行事は行わず、
誌上発表とさせていただくことにしました。全小理福岡大会事務局では、「九州はひとつ」の言葉の下、全国中学
校理科教育研究会や九州各県小中高等学校理科教育研究協議会等との連携を図って、九州福岡より、新学習指導
要領全面実施の年の研究を全国に発信する予定でした。残念ですが、これまで積み重ねてきた研究は大会紀要の
一層の充実をもって、誌上による発表とさせていただきます。

ただし、感染防止対応は行いつつ、12月には文部科学省初等中等教育局教育課程課　教科調査官 鳴川哲也 先
生をお迎えしての大会紀要完成記念講演、令和3年1月には福岡県主催の授業研究会を予定しています。

結びに、公益社団法人日本理科教育振興協会会長 大久保昇様をはじめ、協会の皆様、関係機関の皆様かのご支
援ご協力に深く感謝を申し上げます。

第６７回全国中学校理科教育研究会
８月６日（木）～７日（金）
福岡工業大学

当初予定の日程・場所
令和２年度　第53回 全国小学校理科研究協議会研究大会（福岡大会）
令和2年11月19日（木）～ 20日（金）
福岡市・那珂川市・久留米市

祝 全国理科研究大会
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1　令和２年度理振事業への対応
文部科学省より2020年度理振事業の募集案

内が2月17日付で通知されました。
理振協会では、全国都道府県市区町村・学

校法人に対して理振事業参画促進のパンフ
レット及び案内DMをお送りいたしました。

2　交付決定
本年度の理科教育設備整備費等補助金の交付決定は、6月度に通知されました。
2月の募集に対して、今年度予算を上回る応募があり、今回の交付決定で、ほぼ今年度の予算は消化され

たものと思われます。　　※当初予算　17.2億円

［理科観察・実験ガイド］パンフレツトを作成いたしました

安心で安全な観察・実験をしていただくために、普段、理科観察・実験授業で
起こりがちな事故を未然に防ぐ留意事項について、発生事故別に掲載しています。

また、もし事故が発生した時の対応についても掲載しています。

下記URLからダウンロードしてご活用ください。
http://www.japse.or.jp/publication

令和元年度復興教育支援事業報告会を開催いたしました

実施日・場所　　　令和2年2月15日（土曜日）　午後2時～午後5時
　　　　　　　　　㈱内田洋行　新川 本社ビル　協創広場　CANVAS 2階
内　　　　容　　　・実施企業の理科実験授業報告
　　　　　　　　　・実施委員からのアドバイス
　　　　　　　　　・実施地区、学校からの現地教育事情について
参　 加　 者　　　総勢104名

報告会の詳細は協会ホームページをご覧ください。
http://www.japse.or.jp/event/8838

令和2年度復興教育支援事業について

令和2年度は岡山県・広島県における水害被災地区にて実施する計画です。
岡山県倉敷市、広島県呉市・府中市・坂町における水害被災小学校において、実施させていただく予定です。

実施時期については、今年は特に新型コロナウィルスの状況を見ながら、秋以降を予定しております。
今年度より、新しい学習指導要領が施行されましたが、それに準拠した観察実験授業を提供いたします。

理科教育を支援する
公益社団法人 日本理科教育振興協会

　学習指導要領の改訂に伴い、新しい単元が加わり、より一層、観察・実験が重視されています。日常の
理科授業において、観察・実験を行う上では、常に思わぬ事故がおこるリスクが潜んでいます。

　実験器具の正しい使い方、実験の正しい手順などを、児童・生徒に十分理解させて実験に臨み、安全
安心な理科観察実験を体験して欲しいと願います。

　理科観察・実験授業での事故としては、１：ヤケド  ２：ケガ  ３：薬品類の取扱い  ４：感電  ５：野外
観察  ６：目の危険等が実際の事故として事例が挙げられます。

　これらのいずれも、正しい取り扱い方、手続きが守られていれば、避けることができる事故です。

観察・実験を行う際は、教師の予備実験や準備のほか、児童・生徒の安全に対する意識を高める必要も
あります。

　ぜひ、このパンフをご覧いただき、安全・安心な楽しい理科の観察・実験のご参考にしてください。

安全で安心な
観察・実験をするために

〜理科観察・実験ガイド〜

令和2年度理科教育設備整備費等補助金進捗状況

理科教育を支援する
公益社団法人 日本理科教育振興協会

現在、文部科学省では
令和2年度理科教育設備整備費等

補助金事業の受付中です
理科の授業は

理科室で！
国庫補助金を申請してください

令和2年度事業計画募集

3月13日（金）
（文科省締切）

令和2年度の理科教育設備整備費等補助金事業の手続き
交付決定通知
６月16日（火）

（交付決定後、購入可）
交付決定後、理科実験
機器の整備ができます

交付申請書提出

５月19日（火）
（文科省締切）

内定通知

～３月末

令和2年度小学校より新しい学習指導要領が始まり、
理科教育設備整備費等補助金事業の
要綱・台帳が改正になります。
この機会に、理科教育環境の充実のために、
国庫補助金を積極的に活用しましょう。
令和4年度までの設備計画が求められています。
積極的に立案してください。

2020.02

〒101-0052　東京都千代田区神田小川町3-28　昇龍館ビル

詳しくは理振協会のホームページを参照願います。 http://www.japse.or.jp▶▶▶

理科教育設備整備に関するご質問は、メール・電話・FAXにて当協会までお問い合わせください。

Mail： info@japse.or.jp Fax ：03-3294-0716
お問い合わせ

Tel： 03-3294-0715

理科教育を支援する
公益社団法人 日本理科教育振興協会

1. まずは理科室の観察・実験機器の点検をしましょう。
必要な理科観察・実験機器をリストアップしましょう。

足りない観察・実験機器や古い・使用できない観察・実験機器を点検・調査してください。
［令和元年度  理振協会調査結果により、次年度以降に整備したい観察・実験機器］

小学校
● 気体検知管（酸素＆二酸化炭素）
● デジタル顕微鏡
● 記録温度計
● デジタル気体チェッカー
● 筋肉付腕の骨格模型
● 電子てんびん　・・・

中学校 高等学校
● 顕微鏡
● 電子てんびん
● 双眼実体顕微鏡
● モーター原理説明器
● 直流電流計
● 半導体レーザー光源　・・・

● 生物顕微鏡
● 水平すだれ式波動実験機
● 超音波洗浄機
● レーザー光源装置
● 携帯用放射能測定器
● 精密電子てんびん　・・・

2. 使えない・古い観察実験機器を
廃棄して、理科室の整理をしましょう。

理科教育設備整備等補助金（理振）申請は難しくはありません。この補助金を「久しく受けていな
省学科部文。すましたいい伝手おが会協当に様人法校学、体治自ういと、」いながとこたけ受「、」い

のご協力をいただき、これまで全国で30回以上、理科教育設備整備費等補助金事業・台帳説明会
を開催し、1000以上の自治体・学校法人様にご参加いただきました。今年度も開催いたします。
● 久しく国庫補助を受けていないので手続きがわからない 
● 久しく理科教育等設備台帳がメンテナンスされていない
など理振補助金に関するご質問がございましたら、当協会下記連絡先までお問い合わせください。

理科教育設備整備等補助金事業の取り組みのお手伝いをします

国庫補助金を活用して、理科観察・実験機器を充実させ、
理科教育環境を整備してください

【参考  廃棄処分について】
①   理科観察・実験機器の廃棄処分については、自治体・学校法人の規則

に基づいてください。
②   取得価格で単価50万円以上の理科観察・実験機器について、文部科

学省財産処分制限期間を満たない場合は、文部科学省への「財産処分
承認申請書」の手続きが必要です。
なお、取得価格で単価50万円以下の理科観察・実験機器の廃棄につ
いては、文部科学省への手続きは不要です。

③   廃棄をしたら、理科教育等設備台帳の廃棄欄に数量と金額を記載して
ください。

※文部科学省の財産処分制限期間

財産の名称・構造等 処分制限
期間

電気機器及びガス機器
テレビジョン・その他の音響機器 5年
冷房用又は暖房用機器 6年
電気冷蔵庫・その他これらに
類する電気又はガス機器 6年

時計・試験機器及び測定機器
時計 10年
度量衡器 5年
試験又は測定機器 5年
光学機器及び写真製作機器
カメラ及び望遠鏡 5年
乾燥機・顕微鏡その他の機器 8年

 令和 2 年 2 月 25 日 

 

都都道道府府県県教教育育委委員員会会教教育育長長  様様  

  市市区区町町村村教教育育委委員員会会教教育育長長  様様  

  学学 校校 法法 人人 理理 事事 長長  様様  

千代田区神田小川町 3-28 昇龍館ビル 4F 

公益社団法人 日本理科教育振興協会 

会 長  大 久 保  昇 

  

令令和和 22 年年度度  理理科科教教育育設設備備整整備備費費等等補補助助金金事事業業実実施施ののおお願願いい  

 

令和 2年度の小学校から、新しい学習指導要領が施行されます。小中高等学校といずれも理科教育にお

いては、益々〔観観察察・・実実験験〕が重視され、今回初めて、学習指導要領の中で小中高等学校すべてに、 

環環境境整整備備にに十十分分配配慮慮すするるここととという一文が加えられました。 

〔観観察察・・実実験験〕重視の視点から、これが十分実施できる理科教育環境整備に対する対応が重要である  

ことが記述されています。しかしながら、当協会の調査においては、小中高等学校の理科教育環境は  

まだまだ十分とは言えず、〔観観察察・・実実験験〕の実践には、設備器具（観察・実験器具）の不足や、薬品や    

消耗材料の不足、実験準備・後片づけの時間など現場の教師に係る負担など、障害も多くあります。 

障害の中でも、学校現場で最も困っていることは、6年連続で、小中高ともに「観察・実験機器の不足」

が挙げられています。 

理科教育設備整備費等補助金事業は、小中高の観察・実験機器の整備拡充のための予算ですが、補助

をうける団体が総事業費の半分を負担する事業となっているために、積極的に理科教育設備整備費等  

補助金を取り込み、観察実験機器の充実に着手されている自治体、学校法人とそうでない自治体、学校

法人との地域格差、学校格差も懸念されます。 

現現在在、、令令和和 22 年年度度のの理理科科教教育育設設備備整整備備費費等等補補助助金金事事業業のの募募集集案案内内がが、、22//1177  付付でで、、文文部部科科学学省省かからら全全国国

にに通通知知さされれてていいまますす。。  

今今回回、、初初めめてて令令和和 33 年年度度及及びび 44 年年度度のの設設備備計計画画をを提提出出すするるよようう求求めめらられれてていいまますす。。長長期期的的にに計計画画ををももっっ

てて観観察察・・実実験験機機器器のの充充実実もも併併せせてておお願願いいししまますす。。  

積極的に、国庫補助金を活用して、理科教育の充実を促進していただくことを期待いたします。 

(別紙、「国庫補助金を申請してください」パンフをご参照ください) 

当当協協会会でではは、、理理科科教教育育設設備備整整備備等等補補助助金金事事業業実実施施ののたためめにに、、手手続続きき、、書書類類のの書書きき方方、、台台帳帳整整備備等等、、      

必必要要なな事事項項ににつついいてて支支援援ささせせてていいたただだいいてておおりりまますす。。不不明明ななととこころろががごござざいいままししたたらら、、下下記記ににごご連連絡絡    

くくだだささいい。。  

 

貴自治体管轄の全ての小・中・高等学校理科教育環境整備向上のため、 

令和 2年度の理理科科教教育育設設備備整整備備事事業業にお取組みいただきたく、お願い申し上げます。 

 

           【本件のお問合せ先】 
公益社団法人 日本理科教育振興協会 常務理事 石 崎 

〒100-0052 千代田区神田小川町 3-28 昇龍館ビル 4F 
TEL：03-3294-0715  E-mail：info@japse.or.jp 
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